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たちは,6つのグループ (実験室 ･操縦室 ･ロボッ














































































































































































































































































































































かしたりする感性 (センス ･オブ ･ワンダー)を育
てる [補足説明 :子どもの興味は,自然から宇宙へ
と広がっていくものであり,普段肉眼で見ることの
できない宇宙の事象-と子どもの興味が広がってい
くことに対しては,映像や写真や文を活用して対応
していく｡]｣と⑦ ｢感動したものを表現する心を育
てる｣である｡同園の考え方では,⑥を実現しよう
とする保育実践が,⑦を実現しようとする保育実践
へつながるのは自然であるが,そのつながり方が問
題になった｡
保育実践についてのカンファレンスの結果,保育
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保育目標のとらえ方と保育実践の両者を質的に向上させる保育実践開発に関する考察
目標についての考え方が次のように発展 したO(釧こ
ついては,自らの狭い見方から脱して,子どもが特
に何に興味をもつのかを再考し,また,本当に,莱
しい宇宙を実感しているのか,そして,本当に子ど
もたちに夢を抱かせる宇宙を見せているのか,この
部分の問い直しも行った上で,子どもたちが感動や
驚きを得るような宇宙に関する写真 ･映像や情報等
を兄いだし,環境構成に取 り入れていく｡そして,
⑦については,子どもには固定観念がないので,そ
れぞれの子どもの興味や見方や感じ方を大切にして
いき,子どもの自由な発想の中から表現-の意欲が
強まり,豊かなものに結実するように援助する｡続
いて,この保育目標のとらえ方の質的向上に基づき.
より質の高い保育実践が開発された｡すなわち.千
どもの興味や感動や驚きの対象は広がったり強まっ
たりし,表現内容もより豊かになり,制作時間及び
制作物で遊ぶ時間もはるかに長いものになった｡
以上から,実効のある保育目標とそれを統合する
形で目指す子ども像を明確にして,共有し.その実
硯のためのより発展的な保育実践開発を追求する過
程で,保育園における保育目標のとらえ方と保育実
践の両者の質的向上は,実現可能であると考えられ
るのである｡
ただし,この保育実践開発事例には,課題がある｡
すなわち,今日求められている保育課程経営を推進
していく場合.保育課程の保育実践への適切な具体
化,実施された保育実践の保育課程に基づ く評価,
評価結果を踏まえての改善策の考案,これらを適切
に行うための条件整備が必要である｡本研究で取り
上げた保育実践開発事例の段階では,これらの条件
整備についての研究成果は得られていない｡例えば,
実施された保育実践の保育課程に基づく評価を適切
に行うためには,同じ保育目標を実現しようとする,
同テーマの保育実践であっても,評価項目は,各ク
ラスのそれぞれの時期ごとに設定する必要があり,
評価の根拠となる資料についても,保育現場で日常
的に収集可能な資料の中から兄いだす必要があろ
う｡少なくとも,こうした条件整備を行った上で,
保育目標のとらえ方と保育実践の両者を質的に向上
させる保育実践開発を検証できて初めて,前述のこ
とは本当に保育現場で実現できたといえる｡
なお,保育課程の保育実践への適切な具体化を行
う段階で,例えば,子どもの主体的な生活を保障す
るという保育の基本が踏まえられておく必要がある｡
前述の課題の論述においては,主に,保育の目標 ･
内容面の関連を重視している｡このこと自体は重要
である｡なぜなら,保育目標というものを軽視し,
保育目標と保育内容 ･保育実践との関連が意識され
ていない場合,どのような子どもに育つかは,行き
当たりばったりということになりかねないからであ
る｡しかし,同時に,保育士の主に子どもへのかか
わり方にかかわることといえる保育の基本は重視す
る必要がある｡この点を重視することは,保育界で
は周知のことであると考えられるが,この点だけで
なく,この点と保育の目標 ･内容面の関連とを共に
実現できる条件整備も求められるといえるのである｡
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1)筆者が日常的に関係している保育所は,公的に
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